スウシキ ショリ システム ト ケイザイガク ガクシュウショウヨウ ソフト カラ フリー ソフト ウェア MAXIMA エ ソ ヨンダルキョウジュ タイニン キネンゴウ by 河合 勝彦 et al.

























































economics. It is widely recognized that economics students come to gradu-
ate school poorly prepared in mathematics. Perhaps the physical capital of
computers can substitute for this lack of human capital. By lowering the
cost of doing mathematical analysis, Mathematica encourages students to do
more of it. Mathematica can help to bring the formulas in the textbooks to
life and make them more vivid and compelling to the students.





用が経済学における数理的分析のコストを引き下げ (lowering the cost of





CALCULUS Using Mathematica のなかで述べているように, “Calculus is pri-
marily important because it is the language of science.” という言葉に集約さ
れるであろう。つまり,（社会科学としての経済学を含む）科学を厳密に語
る言語として, 数学を利用することが必要であるということである。










MATHMATICA for Microeconomicsの中でのStinespring[39, p. x]の指摘に耳を
傾けてみたい。
Whether solving particular problems first by hand and then testing them
against the computer results or using the computer to create a general solu-
tion procedure, economic students who see their field becoming increas-


























Varian, Economic and Financial Modeling with Mathematica (1992)
経済学分野における数式処理システムの利用を最初に扱った研究叢書。経
済学に初めて数式処理システムの活用を紹介したという意義は大きい。




省略されている。また, その適用範囲は, ミクロ経済学（一般均衡, ゲーム












































Huang and Crooke, Mathematics and Mathematica for Economists (1997)



























Stinespring, MATHEMATICA for Micreconomics (2002)












表３ Huang and Crooke, Mathematics and Mathematica for Economists 目次
1．Introduction to Mathematica
2．A Review of Calculus
3．Vectors
4．Matrices




9．Taylor Series and Implicit Functions




14．System of Differential Equations
15．Difference Equations
統計学, ファイナンス, 社会シミュレーション















表４ Stinespring, MATHEMATICA for Micreconomics 目次
1．Introduction
2．Consumer Choice and the Lagrangian Multiplier Method
3．Individual and Market Demand
4．Compensating and Equivalent Variation
5．Pure Exchange
6．Intertemporal Trade
7．Choice under Uncertainty and Imperfect Information
8．Cost Minimization
















に, ファイナンスに関連した数学分野（確率, 微積分, 行列）およびその経
済学的例題を数式処理ソフトによって解説したものである。昨今の学生の実
務指向を考慮すれば, その重要性は看過できないものと考えられる。






も過言ではないであろう。一方, 河野 他[23]は, 投票行動などの様々な社
会現象のシミュレーションを, 数式処理ソフト(MathematicaおよびMaple V)




































的分析を経済学教育へ取り入れた, 田中 他[42,43]の『マクロ経済分析 -- 表計











なお, DOE Macsymaは, 1982年から1992年までは, Symbolic, Incによっ




Macsyma の市場供給は絶たれており, Macsyma IncのWeb サイトも閉鎖さ
れている。







い。以下では, DOE Macsymaという同一の祖先をもつ商用 Macsymaの市
販マニュアル[26，27]を主要な参考文献とし, Maxima でも操作可能な部分
桃山学院大学経済経営論集 第44巻第３号342








まず, 消費者の効用をコブ・ダグラス型関数 (utility) として定式化する。
財の種類は2つ {x, y} とし, それぞれの価格を {px, py} とおく。この消費者の














13）上の文献紹介であげた小林第3章, 浅利 他第６章, およびStinespring第２章, で
は, 同様な例題をMathematicaを利用して解いている。興味のある読者はここで
の実例と比較対象されたい。
最大化のための１階の条件（必用条件）は, 上の l を {x, y, u} についてそ









































































































数を, {x_star, y_star}として, １階の条件の解の集合 (sols) から抜き出して
みる。
桃山学院大学経済経営論集 第44巻第３号346
assume(px > 0, py > 0, x > 0, y > 0);



































であるから, この 財(x_star)の価格効果 (price_effect), 所得効果 (price_






























GNU TEXmacs[16]や imaxima[19]を使えば, WYSIWYG画面









































































if y=0.0 then error("derivative at :",guess," is zero."),
guess:guess-func(guess)/y,










































ANSI Common Lispが動く環境であるならば, どのプラットフォームを利用
しても問題はないはずである26）。しかしながら, Maximaのソースコードを
読む限り, 動作元のターゲットとなっているCommon Lispは，CLISP[7],
GCL[13], およびCMUCL[8] に限られているようである。したがって, こ
れらのCommon Lisp処理系が安定しているプラットフォームならば動作す
る可能性が高いといえるだろう。
なお, 筆者がMaxima ML27）からの情報で知る限り, CLISPとMaximaの組
合わせが一番安定的に動作するようである。ちなみに本稿での筆者の











$ sudo make install
で完了する。
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